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研究成果の概要（和文）：海綿体組織の研究は生理学的な実験が主体であった。本研究はin vitroにおいてマウ
ス海綿体組織をexplantとして摘出培養し、収縮/弛緩の制御因子; Norepinephrine, NOドナーを加え、海綿体応
答の再現に成功した。 (BOR 2021, RMB 2021)。この系を応用して老化マウスなどの海綿体変性に関連した遺伝
子発現、Sox9,RBPJなどの発現も示した。

研究成果の概要（英文）：In the upper (dorsal) part of penis, corpus cavernosum (CC) plays 
fundamental roles for erection. The basis of ED by penile abnormality is poorly understood. To 
analyze the 3D structure of murine CC sinusoid, 3D reconstruction was performed. Sinusoids 
prominently developed adjacent to tunica albuginea. As for pathogenic signaling, aged samples 
contained ectopic chondrocytes and the expression of SOX9, chondrogenic regulator, was upregulated 
and the expression of RBPJ, the Notch signal regulator, was downregulated. Furthermore, a novel in 
vitro explant system to analyze the dynamic erectile contraction/relaxation was established. The 
data show regulatory contraction/relaxation processes by phenylephrine (PE) and nitric oxide (NO) 
donor. Two photon excitation microscopy (TPEM) observation shows the synchronous movement of 
sinusoidal space and the CC. The model enables to directly analyze various stressed conditions. 

研究分野：医科学、生殖医学、アンドロロジー、泌尿生殖医学、内分泌発生医学

キーワード： 海綿体　男性ホルモン　シヌソイド　勃起　平滑筋　二光子顕微鏡　培養系　ストレス応答

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
勃起不全(ED)は、高齢化から増加している。海綿体の研究は、生理学的実験等が主体であり、その構造と動態に
関する研究は希少であった。本研究ではマウスexplant(組織片)による新規な培養を行い、海綿体発生や機能に
関する制御因子群の解明、男性ホルモン系との関連を解明した。その結果PEやSNPによる収縮/弛緩反応の誘導が
可能となり、バイアグラなどの薬剤添加により弛緩機能の変化を直接評価することができた。これらはシヌソイ
ドを含む、微細で高度な血管系を基盤とする疾患の理解に有用と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

我々は、世界に先駆けてマウス外生殖器発生研究を遂行してきた。その過程において間葉組織

の男性ホルモン感受性の基盤や、細胞増殖因子信号系などの機能が明らかとなった。 

海綿体発生とその異常についての解析は、男性ホルモンによる内分泌学、血管内皮・平滑筋を含

む組織形成、加齢−男性医学などの多角的視点で重要である。海綿体組織は、微細な血管構造を

含む洞様血管（シヌソイド）を含み、血液の充満により交接のための収縮/弛緩を可能とする。

シヌソイド海綿体は、収縮/弛緩による血液の貯留、非勃起状態における虚血状態に対応したス

トレス及び損傷修復を示すと推察されるが、その詳細はほとんど未解明であった。 

   

本研究では、間葉組織の男性ホルモン感受性の解析などをもとに海綿体組織での加齢や内皮細

胞、平滑筋、血管周辺細胞等が障害されるメカニズム、未分化間葉細胞からの適切な組織修復に

向けた研究を起案した。新規の海綿体培養系の樹立等を背景として、海綿体の恒常性、洞様血管

(シヌソイド)についての解析を行い、海綿体組織の障害後の再生に向けて研究を行う。 

 

２．研究の目的 

海綿体(CC; corpus cavernosum)は、洞様血管(シヌソイド)を含み、血液の充満により交接のた

めの収縮/弛緩を可能とする。海綿体のシヌソイド構造に対して 未分化(幹)細胞がその損傷修

復に関与するのか、その恒常性に関与する細胞の存在や性状については、細胞マーカーやニッチ

環境を含めて不明である。マウス海綿体における未分化(幹)細胞や、同細胞群の存在領域につい

て、海綿体機能の解析系の開発を含め解析を行う。この様に海綿体発生の形成、洞様血管発生の

解析を行い、海綿体組織の再建に向けて挑戦する。 

 

３．研究の方法 

以下の項目に対する研究を相互に関連させながら、プロジェクトを進行する。 

⑴ マウス海綿体由来の微小組織片（explant）を用いた新規培養系の開発。それらを用いた発

生再生医学研究と海綿体障害時における未分化間葉細胞（幹細胞）の出現と特長の解析。それら

の候補としての CD133 陽性細胞の性状の解析。 

⑵ 勃起の収縮／弛緩制御を可能とする海綿体—内部構造（シヌソイド）の運動制御解析の為の in 

vitro 器官培養系の開発。 

 

４．研究成果 

海綿体の勃起に関しては大動物のモデル系で主に生理学的実験しか遂行されず、本研究では、

新規の in vitro の収縮/弛緩を解析する系を樹立した。In vitro においてマウス海綿体組織を

explant として摘出して培養し、各種の因子群(収縮/弛緩の制御因子; Norepinephrine, NO ド

ナーを加え、海綿体組織応答の再現に成功した。(Biol of Reproduction 2021, RMB 2021)。さ

らにシヌソイドと explant の連関した収縮/弛緩について京大医学研究科 平島講師(松田研)と

の二光子顕微鏡解析を開始した。この様なタイムラプス、二光子顕微鏡解析により、シヌソイド

が勃起時に主に収縮/弛緩する事が判明しつつある(未発表)。この系により各種の状態における

シヌソイドの収縮/弛緩の解析がライブでの内部観察として可能となる。従って in vitro で反



復した海綿体組織の収縮/弛緩反応のサイクルの後、誘導される種々の障害応答も解明し、一部

のストレス系遺伝子発現亢進を見出しつつある(未発表)。早期応答性ストレス系の遺伝子群と

して、酸化ストレスの遺伝子(Hif1,Hsp 等)や収縮/弛緩によるシェアストレスのマーカーや転写

因子群などについても検討する。 

さらにこの新規の系を応用して老化マウスなどの海綿体組織変性に関連した遺伝子発現、

Sox9,Notch 信号系の重要因子である RBPJ などの遺伝子発現も示されつつある。 
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